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新 しい経 口用cephalosporin系 抗 生物質Cefixime(CFIX)を 急性 扁桃炎1例,急 性 気管支 炎2

例,急 性肺炎5例,気 管支拡張症1例,急 性膀胱炎1例,急 性腎孟腎炎1例 の合計11例 に使用 して臨床

効果の検討 を試みた。1日 量100～400mgを5～16日 間投与 した。臨床効果 は,著 効2例,有 効8例,

やや有効1例 で,有 効率 は90.9%で あった。

副作用は1例 も認 められなかった。検査値異常 としてはGOT,GPTの 上昇が1例 に認められた。

Cefixime(CFIX)は 藤沢薬品工業株式会社中央研究所にて作 ら

れた新しいセファロスポリン系の経口剤である。本剤は7位 にカル

ポキシメ トキシイ ミノ基を持 っていることからβ一lactamaseに 安

定であ り,抗 菌 力 は,グ ラ ム陽性 菌 ではS.aureus,S.epider-

midis, S.faecalisを除 く菌 に対し優れてお り,グ ラム陰性菌 では

P.aemgino遡 以外の菌 に対 して優れているとされている1)。本剤

投与後の血中濃度はそれ程高 くないが,本 剤 血中半減期が2.5時

間と長いため,血 中持続時間が長い特徴がある2)。

そこで著者らはCFIXを 扁桃 炎.呼 吸器感染症,尿 路感染症 に

投与して本剤の臨床効果と副作用,臨 床検査値異常などの安全性を

検討した。

1.対 象 お よ び 方 法

昭 和58年9月 か ら昭 和59年2月 まで に弘 前大 学 医学 部

第三 内科 関連 病 院 で感染 症 と診 断 され,同 意 を得 られ た

11例 にCFIXを 投 与 し た。 そ の 内 訳 は 急 性 扁 桃 炎1

例,急 性 気 管支 炎2例,肺 炎5例,気 管支 拡 張症 に感染

の合 併1例,急 性膀 胱 炎1例,急 性 腎 孟 腎炎1例 であ っ

た。 年齢 は17歳 よ り75歳 まで で,10代!例,30代3例,

50代4例,60代2例,70代1例 で あ り,59歳 以 下 が多 か

った。基 礎 疾患 の あ る もの は5例 で,糖 尿 病,肺 癌,慢

性 気管 支 炎,慢 性肝 炎,心 不 全 で あ った。 本 剤 の1日 投

与 量 は50mg×2は2例,100mg×2は5例,200mgx2

は4例 で あ った。 投与 日数 は5日 よ り16日 までで あ り,

呼吸器感染症では8日 以上投与 されてお り,2週 間前後

の ものが多か った。尿路感染症 では5日 と7日 であっ

た。本剤投与時,他 の抗生剤は併用 しなかった。

効果判定は,扁 桃炎では咽頭痛,発 熱,咽 頭 ・扁桃の

発赤,膿 栓,血 沈,白 血球数,CRP値 な どか ら臨床効

果 を,気 管支炎,肺 炎,気 管支拡張症 では発熱,咳 漱,

喀疾量および性状,ラ 音,胸 部 レ線写真,赤 沈,白 血球

数,CRP値 な どか ら臨床効果 を判定 した。 尿路感染症

では発熱,排 尿 痛,腰 痛,尿 所見,尿 中細菌,白 血球

数,CRP,赤 沈などの消長か らいずれ も著効,有 効,

やや有効,無 効の4段 階に臨床効果判定を行なった。

II.臨 床 成績

各症例 の概要 をTable1に 示 した。呼吸器感染症 で

の起炎菌 と推定 され たもの は肺炎で喀疾 よ りS.aureus

が検出 され,本 剤投与後 に消失 した。尿路感染症 の起炎

菌 は2例 ともE.coliが 検出 され,本 剤投与後に消失 し

た。 これ らの菌のMIC(106cells/ml)をTable1に 示

してあ る。 また肺炎時の肺の病巣部 の陰影 もTable1

に示 した。臨床効果 は急1生扁桃炎 に有効,2例 の急性気

管支炎では有効1例,や や有効1例,5例 の肺炎では著

効1例,有 効4例,気 管支拡張症の感染合併例 では有効

であった。急性膀胱 炎は著効,急 性腎孟腎炎は有効であ

った。 なお,副 作用は全 く認 められなかった。
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CFIXの 臨床効 果の ま とめ をTable2に 示 した。全

体で著効2例,有 効8例,や や有効1例 であった。有効

率は90.9%で あった。

CFIX投 与前後 の臨床検査値 をTable3に 示 した。

症例10で は急性膀胱炎は本剤投与により治癒 したが,本

剤投与後半か ら基礎疾患 により全身状態が悪化 し,そ の

ため白血球 数上 昇,GOT,GPT,Al-P,BUNの 上

昇が起 った。 これは本剤 による検査値異常 でない。症例

7で は本剤 投与 中,9日 目にGOT(50),GPT(81)

と上昇が認 められたが,臨 床所見では異常 を認 めなかっ

た ため投 与 を継続 した。投与 終了時 の検 査 ではGOT

(28),GPT(65)と 改善 していたが本剤 による上昇 と

考 えられ た。症例8で は本 剤投与7日 目 よ りGOT,

GPT,Al-Pの 上昇 がみ られ たが,こ の症例 は本剤投

与前から活動型慢性肝炎による異常値を示 していたため

本剤投与中の上昇は本剤による ものではない。その他異

常値は認められなかった。

III.考 察 と まとめ

Cefixime(CFIX)は7位 にカルボキシメ トキシイ ミ

ノ基を持 った経口用のセファロスポ リン系抗生物質であ

る。従来 の経 口用セ フ ァロスポ リン剤は β-1actamase

Table 1 Results of clinical investigation of RTI and UTI cases treated with
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に不安定であったが本剤は7位 にカルボキシ メトキシイ

ミノ基 を持 っ て いるの で,β-lactamaseに 安 定 で あ

る.ま た,グ ラム陰性 桿菌に対 して優 れた抗 菌力 を示

し,他 の経 口セファロスポ リン剤に耐性 を示す菌株に対

しても,感 受性株 と同様の強い抗菌力を示す とされてい

る1)。

本剤100mgの 経 口投与 で投与後約4時 間 に1μg/ml

前後の ピー クを示 し,半 減期が約2.5時 間 と長 いことか

ら,投 与12時 間後 にも血中濃度が認められている。本剤

投与後の血中 ピーク値はそれ程高 くないが,血 中半減期

CFIX

*no relationship with CFIX

が長い ことか ら,血 中濃度が持続する特徴があ る経 口剤

である2)。それ故 に1日2回 投与可能 な経口剤である,

本剤の新薬 シンポジウム3)に お ける新鮮臨床分離株

の感受性分布(106cells/ml)で は,S.aureusに 対 して

は感受性 が低 いが,S.pyogenes,S.pneumoniaeに は

すぐれた感受性 がみ られた.S.faecalisに 対 してはほ と

ん ど感受性 が認 められなかった.E.coli,Klebsiella,

P.vulgaris,P.mirabilis,H.influenzaeな どには優れ

た抗菌力を示 している.臨 床効果 も内科系の有効率につ

いては肺炎 で82.4%,急 性気管支炎で79.5%,慢 性気管

支炎で65.7%で あり,呼 吸器感染症全体 では74.7%で あ

った。尿路感染症では急性 腎盂腎炎が81.8%,急 性膀胱

炎が88.6%で,尿 路感染症全般では82.1%で あった.呼

吸器感染症,尿 路感染症に対 する本剤の有効率は優れて

いた.内 科系では,本 剤の投与量,投 与 回数は1日2回

の ものが94.7%で あり,1回 投与 量が100mgの ものが

62.6%,200mg投 与 の ものが33.2%で あった.著 者 ら

の11例 の感染症例への本剤の投与 も1回100mgあ るい

は200mgで,1日2回 の もの が 多か っ た。有 効 率 も

90.9%と 良好であった.新 薬 シンポジウムにおける1日

投与量 と有効率 については,1日200mgと400mgの 投

与は呼吸器感 染症で多数の症例に投与 されてお り,上 気

道感染症 と急性気管支炎,慢 性気管支炎 と気管支拡張

症,肺 炎 では400mg投 与群の方が200mg投 与群 に比べ

て有効率が高かった.呼 吸器感染症の分離菌別臨床効果

はグラム陽性菌で83.3%,グ ラム陰性菌で73.0%で あっ

た。

本剤の副作用の発現頻度 は各科領域全般 で2.8%で あ

った.副 作用の う ち,最 も多かった もの は消化器症状

で,胃 部不快感,胃 痛,心 窩部痛,食 欲不振,下 痢な ど

であった.発 疹などのアレルギー症状 は1369例 中5例 で

あった.

臨 床 検 査 値 異 常 と して は 好 酸 球 増 多 が1.9%,

GOT,GPTな どの上昇が3.5%,BUN上 昇は0.6%で

あった。

著者 らの経験では副作用 は1例 も認 めず,臨 床検査に

おいてGOT,GPTの 上昇1例 を認 めたの みであ り,

本剤の安全性は臨床使用にも十分耐える もの と考 えられ

た。

以上,本 剤は有効性,安 全性の面か ら,ま た1日2回

投与でよいという便利性からも既存の経 口抗生剤 に較べ

有 用性 が高い と考えられた。
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Table 2 Clinical efficacy of CFIX

Table 3 Laboratory findings

*** normal range; 6•`25 mg/dl
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To evaluate the clinical efficacy of cefixime (CFIX), the treatment was made with the drug in 11 patients

including 1 with acute tonsillitis, 2 with acute bronchitis, 5 with pneumonia, 1 with bronchiectasis, 1 with acute

cystitis and 1 with acute pyelonephritis. Responses were excellent in 2 patients, good in 8 and fair in 1.

Side effects were not observed. The laboratory test recognized an elevation of GOT and GPT in one patient.


